アセスメント表（２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成30年9月15日作成
	利用者氏名
	田村　かすみ さん
	  記録者
	    　　　印
	  サービス
  　管理
   責任者
	    　　　 印
	 管理者
	   川越　印
	

	  項　　目
	    　　　　現在の状況
	   本人・家族の意見・希望
	    体験時の状況等
	

	１
日
常
生
活
	①定着状況
	■安定している   □帰宅要望が多い
	本人は、グループホームより一人暮らしを希望している。

伯父は、施設にいて欲しいと思っている。

	本当は一人暮らしをしたいけど、グループホームでの生活も楽しいと言っている事もあった。
	

	
	②起　床
	□一定の時間に自分で起きてくる
■自分で起きられない
	
	その日その日で、まちまちであった。朝起きられないので目覚ましセットしようと思っている。しかし時々忘れてしまい遅刻をする事も見られた。
	

	
	③着替え
	■自立　□一部介助　□全介助
	ファッション誌のようなかわいい服を着たい。
	自分で好きな洋服を買いに行きたいと思っている。着る服に偏りがある。
	

	
	④洗　顔
　歯磨き
	□自立　■声かけが必要
□一部介助　□全介助
	
	今は、虫歯は無いが、忘れてしまう事があるので声かけをしないと行わない事もある。
また、十分磨いていない様子。
	

	
	⑤排せつ
	■自立　□チェックが必要
□一部介助　□全介助
	
	ペーパーの使用量が多い。トイレットペーパーを詰まらせる事あり。
	

	
	⑥食　事
	■自立　□よく噛まない
□食事に集中できない
□一部介助　□全介助
	
	嫌いなものは食べないで、そのままゴミ箱に捨ててしまう事あり。
	

	
	⑦食事の
　手伝い
	□準備や片づけができる　□しない
□献立を考えられる　■一部手伝い
	
	調理には興味があるようす。まれに準備や片づけを手伝ってくれる事がある。
	

	
	⑧入　浴
	□自立　■チェックが必要
□一部介助　□全介助
	
	シャンプー等を、一度に多量に使ってしまうため、すぐになくなってしまう。一人で入っているため洗うことが出来ているか不明。また、体験中、まれに入浴することが面倒になりしないこともあった。
	

	
	⑨洗　濯
	□自立　■チェックが必要
□一部介助　□全介助
	
	声かけをすれば行える。干して置いたものをまた洗濯機の中に入れてしまう事あり。正確に順番を覚えていない。
	

	
	⑩清　掃
	□自立　■チェックが必要
□一部介助　□全介助
	
	職員と一緒に掃除するとやる。やり方が分かっていないところがある。
	

	
	⑪就　寝
	□自立　■チェックが必要
□一部介助　□全介助
	
	電気やエアコンを消し忘れて、つけっぱなしの事が目立つ。
	

	
	⑫コミュニ
ケーション
	本人の意思伝達手段
■ことば　□発声　□身振り
□表情　□文字
他者からの伝達理解の手段
■ことば　■絵・写真
□身振り　□表情  □文字
	男の人は苦手？
	世話人の話は良く聞く。しかし、気にいらない事があると、無視をする。気に入った人で無いと、しゃべりかけても答えない。男性が苦手と言っているが、好きな人はいる。

	

	
	⑬対人関係
	□問題なし　■特定の人のみ可
□その他（　　　　　　　　）
	
	特定の人を信頼して頼りにする。何か困ったことがあると人のせいにすることがあった。
	


	  項　　目
	    　　　現在の状況
	   本人・家族の意見・希望
	    体験時の状況等
	

	２
健
康
管
理
	①食事管理
	□量の加減　□献立配慮
■その他
	
	栄養のバランスなどは、自分では考えられなさそうである。偏食気味。
	

	
	②服薬管理
	□服薬なし ■薬の管理・服薬に介助
 服薬内容（１日2 回、朝晩・食後）
女性の場合生理の手当
■自立  □一部介助　□全介助
	自分で管理したい
	
	

	
	
	
	
	定期的な服薬をしている。他利用者とのトラブルになり、興奮状態になると、大声を出したり物を蹴る行動が出る。その時は頓服を自分から服用する。しかし飲みすぎてしまう事がある。（自分自身でも対処の仕方を模索している）
	

	
	③健康管理
	■不調のサインあり
□日常的チェックが必要
□その他（　　　　　　　　）
	
	
	

	
	④病気への
　対応
	■定期通院している ■通院介助が必要
□その他（　　　　　　　　）
	
	精神科　月に２度
皮膚科　月に１度
	

	
	⑤生活のリ
　ズム
	□安定　■時々崩れる
□よく崩れる
	
	
	


	  項　　目
	    　　　現在の状況
	   本人・家族の意見・希望
	    体験時の状況等
	

	３
金
銭
管
理
	①金銭感覚
	□収支や残金を分かって使える
■お金の使い方が分かっていない
	欲しいものが買いたい
金銭管理は自分でしたい。

伯父は、本人にはお金を持たせないでほしいと希望。
	体験中は、金銭管理を行い、必要な物を一緒に買いに行った。買ったものは、洋服とファッション誌

	

	
	②支出管理
	□自立　■一部介助　□全介助
■小遣い帳をつけている
□計画的に支出できる


	
	自分で書こうとするが、違うマスに書いたり、計算を間違えたりする事が多く、書き方の支援や確認が必要。

	


	
	  項　　目
	    　　　現在の状況
	   本人・家族の意見・希望
	    体験時の状況等
	

	
	
	①自由時間
	□自分の好きなことをしている
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	４
共
同
生
活
・
地
域
生
活
	　の過ごし
　方
	□テレビを見ているだけ
■誰か相手をしてくれる人を探す
■自分の部屋にこもっている
□その他（　　　　　　　　）
	ピアノを弾きたい。
好きな事をしたいが、何がやりたいかはわからない。
	好きな人を探し、その人にべったりとくっついているか、部屋で寝ている。または、雨の日以外は自転車で毎日散歩に行く。
。
	

	
	
	②地域行事
　野外活動
　への参加
	□積極的に参加  □消極的に参加
□楽しんでいる  □楽しめていない
■楽しんでいるかどうかわからない
	
	地域のゴミ拾いに参加することはできた。しかし、ゴミは全く拾わず。
	

	
	
	③外　出
	□一人で外出できる
■一人で外出できるが不安
□みんなと一緒なら外出できる
□外出時要介護
	１人で出かけたい。
伯父は、１人では出かけさせないで欲しいと希望。
	自分で、外出はするが持っているお金をすべて使ってしまった過去がある。
	

	
	
	④ルールを
　守ること
	□共同生活のルールが分かる
□ルールが分かっていない
■分かっていても守れない
□他者への気配りができる
■自己中心で他者に配慮しない
	
	約束をした事が守れないことがある。しかし、守れなかったことに後悔することもあった。
	

	
	
	⑤危機管理
	■危険に対する判断ができる
□見守りが必要　□常時介護
	
	腹が立った時に、物に当たる事もあったが、自身がケガをしたことない
	

	
	
	⑥スタッフ
　との関係
	□問題なし
□よく話し合える（言葉だけでなく）
■よく反抗する
	
	日中の体験で行っていた事業所では、多少の問題もありながら、しっかりと作業を行っていた。好きな職員以外の言う事は聞かないことがある。ただ、好きな作業はやりたい気持ちが強く、注意を受けた時に、通えなくなるのではないかと困っていた。
	

	
	
	⑦地域サー
ビスの利用
	□ホームヘルプサービス
□青年教室等の利用
□プール等地域施設利用
■その他（現在利用していない）
	ピアノを教えてくれるところに行きたい。
	
	

	
	
	⑧将来の生
　活設計
	□自宅で家族と暮らす
□グループホーム生活を続ける
■アパートなどで暮らす
□その他
	施設にも居たくないし、グループホームも早く出たい。
伯父は、施設にいて欲しい。
	
	

	
	加
算
対
象
	⑨夜間対応
	□支援不要 ■就寝後定期的確認が必要
□就寝後継続的支援が必要
	
	電気やエアコンの確認等
	

	
	
	⑩帰宅時支
　援
	■支援不要　□帰宅時の送迎等の支援
□移動支援等の利用
	年に１回ぐらいは、外泊可能。
外泊時は伯父が送迎。
	
	

	
	
	⑪入院時対
　応等
	□支援不要　■入院時付添等の支援
■入院中の病院・家族等との調整他
	
	
	

	
	権
利
擁
護
	⑫権利擁護
制度の利用
	成年後見制度の利用        あり　　なし
　成年後見人　　　　　　　氏名
（後見人・保佐人・補助人）住所
                              TEL　　　　　　　　　　　　　FAX
日常生活自立支援事業の利用　　あり　　なし
  法人名
  所在地
                              TEL　　　　　　　　　　　　　FAX
	


	特記事項
	気持ちが落ち着かなくなると、大声を出す、物を蹴飛ばす事がある。他害は無い。落ち着くと自分のやったことを反省して、落ち込んでしまう事もある。
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